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橿原市一般廃棄物処理基本計画 骨子（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔 ごみ処理の現状と課題 〕  

・ ごみ減量・資源化率の低迷 

・ 少子高齢化などの社会構造の変化への対応 

・ 資源ごみの持ち去りや不法投棄などの不法行為の防止 

・ 遺品整理などの一時多量排出者への対応 

基

本

理

念 

〔橿原市が目指す方向性〕  持続可能な環境をつくる 

● 廃棄物の減量化と適正処理  ～ 天然資源の消費が抑制され、環境への負荷が少ないまち ～  ● 環境保全活動の推進  ～ 快適な環境が保全され、低炭素社会が創出されているまち ～ 

 〔 課題解決のための方向性 〕  

・ 資源循環の質に着目した２R（排出抑制・再使用）を優先する社会の構築 

・ 高度化・多様化する市民ニーズに対応する新たな施策の導入 

・ 県及び近隣市町村との連携強化による広域的な取組の推進 （「オール奈良」による取組強化） 

・ 効率的で適正な処理システムの構築 

・ 公共下水道を中心とする生活排水処理施設の整備推進 

〔計画が目指す役割〕 

計画の体系 

排出抑制及び再使用を優先した３Rの推進 

基

本

方

針 

有用資源の回収強化及び循環利用の促進 効率的で適正な処理システムの構築 生活排水対策の推進 

基本方針１ 基本方針３ 基本方針２ 基本方針１ 

具

体

施

策 

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割 

○ 分別・排出ルールを遵守する 

○ 減量・資源化に積極的に取組む 

○ 環境に配慮した活動に取組む 

○ 自らの責任で適正に処理する 

○ 減量・資源化に積極的に取組む 

○ 地域環境活動に積極的に参画する 

○ 効果的な施策を実施する 

○ 市民や事業者の活動を支援する 

○ 率先して環境配慮行動を実践する 

市民 事業者 市 

不法投棄対策事業 

再資源集団回収報償事業 

清掃車管理・購入事業 

廃棄物等収集事業 

一般廃棄物収集運搬業許可事業 

クリーンセンターかしはら運営管理事業 

リサイクル館かしはら運営管理事業 

ごみ減量とリサイクル啓発事業 

各種工房教室運営事業 

一般廃棄物処理計画推進事業 

ごみ有料化事業 

家庭用生ごみ処理機購入補助事業 

資源物処理事業 

ごみ搬入受付事業 生活排水対策事業 

し尿処理場運営管理事業 

し尿処理対策事業 

浄化槽設置整備補助事業 

ごみ処理基本計画 生活排水処理基本計画 

 〔 生活排水処理の現状と課題 〕  

・ 未処理の生活雑排水の放流による汚染 

・ 浄化槽などの不適正管理の対策 

・ 家庭内での発生源対策 

計画期間： 平成 31年度～平成 40年度 （10年間） 
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Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 ～ H35 ～ H40

収集・運搬 0 0 0 0 0

中間処理 0 0 0 0 0

最終処分 0 0 0 0 0

[日]

～ ～

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 

基本方針３ 

基本方針２ 基本方針１ 

計画管理のための指標 
 

計画の全容を可能な限り網羅し、市民・事業者・市にとって分かりやすく且

つ取組みの達成状況を把握しやすい指標を設定します。 
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ごみ処理 

総排出量 

資源化率 

焼却処理量 

生活排水処理 

生 

活 

排 
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処 

理 

放 

流 

生活排水処理率 

計画の進捗状況等は、橿原市廃棄物減量等推進審議会をはじめ様々な機会を活用して検討・評価します。また、広く市民等への

情報提供に努め、市民・事業者・市の協働により施策の推進を図ります。 

計画の進行管理 

停止日数 

河川の BOD 値 

停止日数 


